
IMFは、毎年４条協議を通じて日本経済の審査を行っています。

今回、その準備ミッションが訪日する機会を捉え、ミッションチームから、日本経済の抱える

諸課題や構造改革（特に労働市場）の問題についてのIMFの見方を発表していただきます。

学生を含む参加者の皆様との活発な意見交換を期待したく、ご参加をお待ちしております。

Date January 18, 2016   14:00 - 17:00（予定）
Venue 東京大学本郷キャンパス伊藤国際学術研究センターB2F 伊藤謝恩ホール

Ito Hall, Ito International Research Center, Hongo Campus of the University of Tokyo
http://www.u-tokyo.ac.jp/ext01/iirc/access.html

Language 日英同時通訳付 English/Japanese simultaneous interpretation

◆Program
・14:00- Session １ 日本経済の諸課題

[Japan's Economic Challenges]
Speaker
リュック・エフェラールト [Luc Everaert] 国際通貨基金（IMF）アジア太平洋局

Assistant Director, 対日ミッション・チーフ
Discussants
菅野雅明 [Masaaki Kanno] J.P. Morganマネジングディレクター チーフエコノミスト
吉田昭彦 [Akihiko Yoshida] 財務省国際局国際機構課長 （予定）

Moderator
篠原尚之 [Naoyuki Shinohara] 東京大学政策ビジョン研究センター（PARI）教授

・15:30- Special Speech
浅川雅嗣 [Masatsugu Asakawa] 財務省財務官

・15:45- Session ２ 構造改革のオプション―日本の労働市場の改革
[Structural Reform Options—Japan's Labor Market Reform]

Speakers
デニス・ボットマン [Dennis Botman] IMFアジア太平洋局 Deputy Division Chief
ジョバンニ・ガネリ [Giovanni Ganelli] IMFアジア太平洋地域事務所次長

Discussant
宮本弘曉 [Hiroaki Miyamoto] 東京大学公共政策大学院（GraSPP）特任准教授

Moderator
植田健一 [Kenichi Ueda] 東京大学経済学部准教授

参加のお申込みはこちらから[Registration] : http://pari.u-tokyo.ac.jp/event/smp160118.html


